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（きのくに線沿線）樹木伐採に伴う列車の運転休止／

要介護認定調査員（会計年度任用職員）募集

第７弾生活支援商品券交付事業のご案内

令和６年度串本町学童保育所入所申込のご案内

県営住宅入居者募集

第４回定例会諸報告

まちの財政状況をお知らせします

水道メーター交換／老人クラブに加入しませんか？

保健センターだより

よろこび・かなしみ／献血／新宮公証役場から休日相

談のお知らせ

火災・救急件数／人口と世帯／募集／お知らせ／

相談／今月の納税

令和６年２月１８日（日）

午後１時３０分～午後３時３０分

串本町文化センター　会議室Ａ

１０名

５００円（材料費・通信費等）

串本町役場総務課と串本町文化センターに設置し

ている申込用紙に必要事項を記入し、串本町役場

総務課に提出または串本町文化センターに備え付

けてある箱に入れてください。 （先着順）

令和６年１月９日（火）～２２日（月）

（定員になり次第、締め切ります）

串本町トルコ文化協会

串本町、串本町教育委員会

○実施期間：

○募集人数：
○受 講 料：　
○申込方法：

○申込期間：

○主 催：
○後 援：

◇お問い合わせ先◇　℡　０７３５‐６２‐０５５５（串本町役場　総務課　国際交流担当）

トルコモザイクのキャンドルホルダー
　　　　　　　　　 を作りませんか？

参加者
 募集

トルコの伝統工芸品トルコランプ。

カラフルなガラス片を使って、

世界で一つだけのデザインの

キャンドルホルダーを

作りませんか？

協会インスタグラム

月１

　
12
月
３
日
、
田
原
地
区
の
木
葉
神
社

で「
ね
ん
ね
こ
祭
り
」が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
成
長
や
五ご

こ

く穀
豊ほ

う
じ
ょ
う

穣
を
願
う

本
例
祭
。
子
ど
も
巫み

こ女
に
よ
る
「
浦
安

の
舞
」
等
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
４
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ

た
「
朝
日
遥
拝
行
列
」
や
「
子
守
神
事
」

な
ど
を
見
よ
う
と
、
早
朝
か
ら
多
く
の

見
物
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
午
前
８
時
か
ら
始
ま
っ
た
「
朝
日
遥

拝
行
列
」
で
は
、
お
ひ
つ
を
頭
に
の
せ

た
ご
飯
持
ち
巫
女
を
先
頭
に
拝
殿
を
出

発
。
井
谷
正
守
宮
司
が
鈴
を
一
振
り
す

木こ
の
は葉
神
社
で
４
年
ぶ
り
の
「
朝
日
遥よ
う
は
い拝
行
列
」

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
ね
ん
ね
こ
祭
り
」

朝日遥拝行列の様子

る
ご
と
に
一
歩
ず
つ
進
み
、
約
１
０
０

ｍ
先
に
あ
る
遥
拝
所
ま
で
１
時
間
ほ
ど

か
け
て
練
り
歩
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「
ね
ー
ん
ね
こ
、
ね
ー
ん
ね
こ
、
お
ー

ろ
ろ
ん
よ
ー
」
と
歌
い
子
守
り
の
様

子
を
表
し
た
、拝
殿
の
畳
の
間
で
の「
子

守
神
事
」
や
、
境
内
で
の
田
原
獅
子
保

存
会
に
よ
る
獅
子
舞
奉
納
が
執
り
行
わ

れ
、
木
葉
神
社
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　
ご
飯
持
ち
巫
女
を
務
め
た
浦う

ら
お
か岡

凜り

あ

ん杏

さ
ん
は
「
お
ひ
つ
は
重
か
っ
た
け
ど
頑

張
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

４年ぶりの子守神事をカメラに納めようと集う見物客

田嶋町長（左）と松尾支社長（右）田嶋町長（左）と松尾支社長（右）

に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
」
と

人
権
に
対
す
る
思
い
を
話
し
、「
辛
い

時
は
、
我
慢
す
る
必
要
は
な
い
。
な
ん

で
も
な
い
日
常
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、

本
人
が
輝
い
て
生
き
る
こ
と
に
繋
が
っ

て
い
く
。
自
分
の
命
を
大
切
に
す
る
こ

と
で
、
自
然
と
他
の
命
を
大
切
に
で
き

る
人
間
に
な
っ
て
い
け
る
」
と
伝
え
ま

し
た
。

　
最
後
に
は
、
坂
本
九
さ
ん
の
代
表
曲

「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
を
熱

唱
。
心
の
こ
も
っ
た
素
晴
ら
し
い
歌
声

で
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

「
私
ら
し
く 

輝
く 

う
つ
く
し
い
命
」
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

令
和
５
年
度
　
人
権
講
演
会

　
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
11
月
17
日
、

串
本
町
人
権
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、

坂
本
九
さ
ん
・
柏
木
由
紀
子
さ
ん
の
長

女
で
あ
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

大
島
花
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
た
人
権

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
島
さ
ん
は
、
被
災
地
支
援
、
人
権

啓
発
活
動
、グ
リ
ー
フ
ケ
ア
、老
人
ホ
ー

ム
や
障
が
い
者
施
設
、
学
校
訪
問
な
ど
、

各
地
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
講
演
会
で
大
島
さ
ん
は
、「
人
権
を

『
命
』
と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
れ
ば

分
か
り
や
す
い
。
い
ろ
ん
な
命
を
大
切大島さんによる講演の様子

来場者と共に手話を用いながら歌唱する大島さん

Town Topics

広報くしもと　2024 年 1月号5 広報くしもと　2024 年 1月号 4



お知らせワイド
information

串本町地域包括支援センターからのお知らせ

ピラティス×フレイル予防教室
　ピラティスは、もともと負傷した兵士のリハビリテーションとして考案

されたもので、インナーマッスルを刺激することで姿勢改善を目指したエ

クササイズです。歯科衛生士の資格ももつ講師が、フレイル予防のための

お話を織り交ぜながら楽しく体操しています。

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　
　串本町地域包括支援センター　℡　０７３５‐６２‐６００５（FAX　６７‐７０２８）　

■日　時　　１月２４日（水）　１４時～１５時３０分

■会　場　　串本町立図書館２階　多目的ホール

■講　師　　歯科衛生士・ピラティスインストラクター　奥地　智加　氏

■対象者　　６０歳以上の串本町民

■定　員　　先着８名（若干の余裕あり）　※過去に参加されていない方を優先します。

◎エクササイズ時間は４０分～５０分程度です。体力に自信のない方もご参加いただけます。

最後の機会を逃さないで！

住民課からのお知らせ

危険物（鋭利な物など）のごみ出しに注意してください
　家庭ごみの袋に入っていた危険物で、収集作業員がケガをする事故が発生しています。

　ごみを出す際は以下の内容に注意し、分別してごみ出ししていただきますようお願いします。

◇お問い合わせ先◇　
　串本町役場　住民課　環境グループ　℡　０７３５‐６７‐７２１７　

ごみの種類 ごみの出し方

刃物 刃の部分を厚紙や新聞紙等でくるんで出してください。

ガラス・陶器類 割れたものは厚紙や新聞紙等でくるんで出してください。

針・竹串などの鋭利な物 厚紙や新聞紙等でくるんで出してください。

トゲのある植物など ごみ袋の持ち手（結び目）部分にトゲなどが触れないよう配慮を
お願いします。

スプレー缶・カセットボンベ 中身を使い切り、空にして出してください。

薬品（農薬・劇薬等） 町では回収できません。取扱店または回収業者にご相談ください。

　上記以外の危険物についても同様にご注意いただき、処理が不明な場合は住民課環境グループま

でお問い合わせください。

　誰もがケガをすることのないよう、より一層のご協力をお願いいたします。

内閣府×串本町 地震 ・ 津波防災訓練
～堀笠嶋地区の皆さんにご協力いただきました～

　南海トラフ地震に備えるため、内閣府・串本町共催

の防災訓練が、１１月１９日、堀笠嶋地区で行われま

した。

　午前９時に地震発生・大津波警報発表が防災行政無

線で知らされると、地区住民は串本古座高校体育館へ

避難。体育館では、避難所開設訓練が実施され、町が

備蓄するパーテーション、簡易トイレ、段ボールベッ

ドの組み立て作業などを行いました。その後、兵庫県

立大学大学院の澤田雅浩准教授による「災害にも対応

できる自分と地域の体力づくり」と題した防災講座、

また、“速やかな避難につながる体力づくり”として、

介護予防体操を実施。いつか来る災害に備え、住民一

体となり、訓練等に取り組まれていました。

串本少女バレー瀧野智惠子代表が

日本スポーツ少年団顕彰 受賞

『串本民話の会』 が

手づくり紙芝居コンクール 優秀賞

　県教育委員会主催の第３０回手づくり紙芝居コ

ンクールの一般の部で、串本民話の会の「のこさ

れた爺ちゃんの手紙」が優秀賞に選ばれました。

　この作品は、漁業を営む家族の戦時中の様子を

描いたもので、その後、戦死した父親が家族に残

した手紙を終戦の３３年後に孫が読むという内容。

１１月２７日、田嶋町長へ受賞を報告した同会の

皆さんは「戦争体験者はどんどん少なくなっている。聞き取り調査を行って５～６年かけて完成

させた。他にも作品があり、小学校などで読み聞かせを行っている。こどもたちに串本の民話を

伝えて、串本を好きになってもらいたい」と笑顔で話していました。

　長年にわたりスポーツ少年団の指導・育成に貢献し、顕

著な成績を収められたとして、串本少女バレースポーツ少

年団代表の瀧野智惠子さんが「日本スポーツ少年団顕彰」

を受賞。１１月２７日、田嶋町長を表敬訪問しました。

　瀧野さんは３０年以上にわたり同少年団で指導にあたり、

東牟婁地方スポーツ少年団連絡協議会の副会長も務めています。瀧野さんは「自分を信じて選手

や家族がついてきてくれるから、続けてこれた」と喜びと感謝を語りました。
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　串本町では、「串本町大学進学等奨学金貸与規則」に基づき、大学・専門学校

等に進学後、奨学金の貸与（無利子）を希望される方を対象に、次のとおり奨学

生を追加募集します。※現在、大学等に在学中でも申込み可能です。

教育課からのお知らせ

お知らせワイド
information

■募集期間
　令和６年１月９日（火）～１月２６日（金） 

■貸与期間
　 令和６年４月分より、当該学校の最短の終業

年限の終期まで

■貸与条件
　①大学・短期大学、専門学校およびそれらに　

　　相当すると認められる学校等に在籍する方

　②学生の扶養者が串本町に住所を有し、経済

　　的理由により修学が困難と認められる方

　③４人家族の世帯を基準とし、その合計所得その合計所得

　　　　 金 金額額【※令和４年中】【※令和４年中】が４２０万円以下でが４２０万円以下で

あることあること（世帯の構成員が１人増えるごと

に５０万円を加算）

■奨学金の額
〇月額　　　　　４０，０００円 （毎月振込み）

〇入学奨励金　１００，０００円

　（入学準備金として最初の振込み時１回限り）

■奨学生の決定
　奨学生の決定は、奨学生選考委員会の選考を

　経て教育委員会が決定し、本人に通知します。

　（２月下旬予定）

■提出書類
①奨学生願書

②同意書

　※町外に住所を有する配偶者がいる場合は、

　　課税証明書を添付してください。

③学校長の推薦書

　※現在、すでに大学等在学中の場合は、在学

　　校において推薦書をもらうようにしてくだ

　　さい。　

◎ 必要書類は、教育課（役場２階）にてお渡し

します。お問い合わせいただければ、郵送し

ます。

■返還
　卒業後２０年以内に返還（無利子）

　※給付ではなく貸与です。いわゆる教育ロー

　　ンと同じで返済の義務があります。

　※借用書には、保護者とは別に、生計を別に

　　する連帯保証人１名が必要となります。

　　（合わせて２名の連帯保証人が必要です）

大学進学等奨学生の追加募集について

給与等の収入金額
（給与所得の源泉徴収票の支払金額）

給与所得控除額

1,625,000円まで 550,000円

1,625,001円から
1,800,000円まで

収入金額×40％
－100,000円

　1,800,001円から
　3,600,000円まで

収入金額×30％
＋　80,000円

　3,600,001円から
　6,600,000円まで

収入金額×20％
＋440,000円

（例）　年間の収入金額が３００万円の場合、
　　　「３００万円×３０%＋８万円」
　　　が控除され、所得金額は２０２万円
　　　となります。

＜参考＞国税庁ホームページより
令和２年分以降
※給与所得の金額は、給与等の収入金額から
　給与所得控除額を差し引いて算出します。

◇提出・お問い合わせ先◇
　〒６４９‐３５９２　
　串本町サンゴ台６９０番地５
　串本町教育委員会　教育課（串本町役場内）
　℡　０７３５‐６７‐７２６０
　FAX　０７３５‐６７‐７３２６

お知らせワイド
information

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　福祉課　℡　０７３５‐６２‐０５６２

福祉課からのお知らせ

　福祉課では、要介護認定調査員（会計年度任用職員）を募集します。

要介護認定調査員（会計年度任用職員）を募集します

■募集職種　要介護認定調査員（会計年度任用職員）

■募集人員　若干名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■募集期限　令和６年１月１５日（月）※必着

■応募資格

・次の①か②のどちらかの条件を満たす方

　①�介護支援専門員（ケアマネージャー）、

　　保健師、看護師、理学療法士、作業療法士、

　　社会福祉士、介護福祉士のいずれかの資格

　　のある方

　②�要介護認定調査の職務を遂行する熱意を持

　　っている方

・応募資格を満たす方について、普通自動車の

　運転、パソコン入力（エクセル・ワード等）

　の基本操作ができること

※地方公務員法第１６条の規定に該当する方は

　応募できません。

■業務内容

　�主に要介護認定申請をした被保険者宅など

を訪問し、日常生活動作や認知症の状況　

など、要介護認定に必要な調査を行う。

■任用期間

� 令和６年３月１日から３月３１日まで

※任用開始日については相談に応じます。

※�勤務成績により、再度任用の可能性があり

ます。

■応募方法

　福祉課へ所定の申込書を持参または郵送

※�応募申込書は、串本町役場福祉課で配布し　

ています。

※�町ホームページからもダウンロードできます。

■選考方法

　書類選考および面接試験

※�面接試験日：令和６年１月２２日（月）

紀勢本線活性化促進協議会からのお知らせ

きのくに線沿線 樹木伐採に伴う列車の運転休止
　沿線の樹木を伐採し、倒木に伴う運転休止を事前に防ぐため、１月３１日（水）夜間時間帯（２２

時以降）の列車および２月１日（木）終日に、下記のとおり列車を運休します。

　ご利用の皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

◇お問い合わせ先◇　
　JR西日本お客様センター　℡　０５７０‐００‐２４８６（有料　午前６時～午後１１時まで）

※当日は、バス等による代行輸送の予定はございません。

実 施 日 １月３１日（水） ２月１日（木）終日

運 休 列 車

【普通列車】
周参見駅　２２：４４発～
串 本 駅　２３：２６着

【特急くろしお２７号】
白 浜 駅　２１：５６発～
新 宮 駅　２３：４７着

　（串 本 駅　２２：５５発）

全列車
【普通列車】
　　周参見駅 ～ 串本駅間
【特急くろしお号】
　　白浜駅 ～ 新宮駅間
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お知らせワイド
information

産業課からのお知らせ

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　産業課　℡　０７３５‐６２‐０５５７（FAX　６２‐６９７０）

生活支援商品券交付事業のご案内
　串本町では、エネルギー・食料品価格等の物価高騰により経済的な負担が増えている町民の

皆さまの家計を支援し、地域における消費を喚起するため、取扱店で使用できる商品券を全町

民に配付します。

　引換券となるハガキを送付しますので、引換期間内に町内郵便局窓口でお引き換えください。

　今回は町内の商店等および大型店舗でも利用できる共通利用商品券のみの配布です。

第７弾第７弾

■■商 品 券商 品 券　　４，０００円分（１セット／１００円券×５枚  ８枚つづり）

※町内の商店等および大型店舗でも利用できます。

※ 利用店舗の詳細については引換時にお渡しする取扱い店舗のご案内

　を参照してください。

■引換方法■引換方法　　�引換券（ハガキ）と身分証明書（本人の住所・氏名がわかるもの）を

　　　　　　　引換場所（町内郵便局窓口）で提示してください。

　　　　　　　※�委任する場合に必要となるのは、①引換券裏面の委任状への記入、
②引換に来る方の身分証明書�のみです。

■引換期間■引換期間　　令和６年１月１５日（月）～令和６年１月３１日（水）

　　　　　　　（※土・日曜日、祝日を除く）

■引換時間■引換時間　　午前９時～午後４時

■使用方法■使用方法　　 商品券の引換時にお渡しする取扱い店舗のご案内に記載され

ている店舗でご使用ください。

■使用期限　　令和６年２月２９日（木）まで

■■対 象 者対 象 者　　令和５年１２月１日時点で串本町に住所を有する方

取扱い店舗への参加をご希望の事業者様は、
下記までお問い合わせください。

 町内事業者の方へ 

み ほ ん

　※ハガキ配布時期の都合により、年賀ハガキと混在していることがあります。 

お知らせワイド
information

　学童保育所とは、保護者の就労等により、放課後、帰宅しても保護者が家庭にいない小学校在籍

児童の保育を行い、放課後における児童の安全の確保および健全育成を図るものです。

こども未来課からのお知らせ

串本町学童保育所 入所申込のご案内

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　こども未来課　℡　０７３５‐６７‐７０２７

令和６年度

※�定員数の都合上、潮岬学童保育所への入所利用希望児童は潮岬小学校児童１年生のみ入所可能と

し、潮岬小学校児童２年生以上は、バス等を利用し出雲学童保育所へ通所とさせていただきます。

◎校区外の学童保育所に通所することは可能ですが、保護者による送迎が必要となります。

施　設　名 所　在　地 電　話　番　号 定員 対象小学校

串本学童保育所 串本５０８番地３ ０７３５‐６２‐６４６６ ４０名 串本

古座学童保育所　　
（上野山こども園） 上野山１４３番地 ０７３５‐７２‐０２９９ ４０名 西向、古座、

田原

潮岬学童保育所　　
（上野山こども園） 潮岬１７０７番地２ ０７３５‐６２‐２２３０ ２０名 潮岬（※）

出雲学童保育所
（上野山こども園） 出雲１６１７番地２１ ０８０‐１５０８‐６５１８ ４０名 出雲、潮岬

錦富学童保育所 二色３６０番地 ０８０‐１４７２‐５５０４ ４０名 大島、橋杭、
串本西

■学童保育所の所在地

入所対象児童
町内に住所を有し、小学校に通学する児童で、

保護者が就労等のため、放課後保育に欠け、

ほかに保護者に代わる者がいない児童

串本・古座・出雲・錦富学童保育所では、６

年生まで受入れ可能ですが、入所希望児童が

多数の場合は必要性が高い児童を優先します。

■

※

■学童保育入所の手続き
申込書等の必要書類の受け取り・提出は、

令和６年１月４日（木）より、こども未来

課または各学童保育所へお願いいたします。

入所申込に必要な書類
①学童保育所入所申込書

②父・母の就労証明書

③通所経路図

④源泉徴収票（令和５年分）

自営業の方は、後日、確定申告書（写し）

の提出をお願いします。

■

※

申込期間
令和６年１月　４日（木）～

令和６年１月３１日（水）【期間厳守】

（※土曜日、日曜日、祝日を除く）

■

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
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和歌山県からのお知らせ

お知らせワイド
information

県営住宅入居者募集のお知らせ

■入居資格

〇同居または同居しようとする親族があること。

　ただし、高齢者、障害者等の単身者世帯は２ＤＫへの申込が可能。

〇申込世帯全員の合計所得による計算後の月収額が１５８,０００円以下。

　ただし、高齢者、障害者、子育て、新婚等の世帯は２１４,０００円以下。

〇現在、住宅に困窮している方（本人および同居者の所有する住宅がないこと）。

　現在、公営住宅に居住している方は原則申込できません。

〇過去において、申込世帯全員が県営住宅の家賃等を滞納していないこと。

※その他の条件等、詳細は申込案内をご確認ください。

◇お問い合わせ先◇
　和歌山県県土整備部建築住宅課　管理班　　　　　　℡　０７３‐４４１‐３２１０
　東牟婁振興局串本建設部　総務調整・建築グループ　℡　０７３５‐６２‐０７５５
　和歌山県住宅供給公社　県営住宅グループ　　　　　℡　０７３‐４２５‐６８８５

　和歌山県では、串本町内の旧役場跡地に建設中である県営住宅串本団地の入居者を募集します。

　　　　　　　　　　　 《１次募集の内容》

 申込案内配布 令和６年２月１日（木）から

 配布場所（平日のみ） 東牟婁振興局串本建設部（海草除く各振興局建設部でも配布）、県住宅供給公社、
県庁建築住宅課　※串本町役場総務課でも配布予定（配布のみ）です。

 受付期間 令和６年２月１日（木）～２月９日（金）
 募集戸数 ２ＤＫ：１６戸　３ＤＫ：８戸
 入居可能日 令和６年７月１日

 その他

１次募集で満室にならなかった場合は、３月１日（金）～１１日（月）まで２次
募集を行います。詳細は和歌山県住宅供給公社と和歌山県のＷＥＢサイトに掲載
します。
津波避難ビル機能を付与した県営住宅であり、４階以上に住戸を配置、１～２階
を入居者用駐車場、３階以上の共用部分に避難場所として最大１，２００人が収
容できます。

■募集スケジュール

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

令
和
５
年
　
第
４
回
定
例
会
　
諸
報
告
【
要
旨
】

　
令
和
５
年
串
本
町
議
会
第
４
回
定
例

会
が
12
月
１
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を

12
月
18
日
ま
で
の
18
日
間
と
し
て
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
田
嶋
町
長
よ
り
諸
報
告
が

あ
り
、
続
い
て
諸
議
案
に
つ
い
て
提
案

理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
イ
ベ
ン
ト
は

日
本
夜
景
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、

３
日
間
を
通
し
て
観
光
客
や
写
真
家
の

方
々
で
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
３
日
に
は
、
道
の
駅
く
し
も
と
橋
杭

岩
に
お
い
て
、
串
本
町
消
防
本
部
に
よ

る
車
両
展
示
や
放
水
体
験
な
ど
を
行
う

「
消
防
フ
ェ
ア
」
と
、
当
町
と
包
括
連

携
協
定
を
結
ぶ
生
命
保
険
会
社
に
よ
る

「
健
康
増
進
イ
ベ
ン
ト
」
も
実
施
さ
れ
、

観
光
客
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
方
々
に

も
多
く
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
当
町
の
魅
力
を
積
極
的
に
情

報
発
信
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
誘
客

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
当
初
予
算
に
て
計
上
さ
れ
て
い
る
建

設
関
係
工
事
の
発
注
状
況
に
つ
き
ま
し

て
は
、
11
月
末
で
82
％
と
な
っ
て
お
り
、

残
工
事
に
つ
い
て
は
、
12
月
中
に
発
注

を
終
え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
11
月
５
日
世
界
津
波
の
日
に
、
町
内

一
斉
避
難
訓
練
な
ら
び
に
串
本
・
古
座

川
官
公
署
等
連
絡
協
議
会
津
波
災
害
訓

練
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
町
内
一
斉
避
難
訓
練
に
は
29
地
区

１
２
５
５
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
13
機

関
が
参
加
し
た
官
公
署
等
連
絡
協
議
会

の
訓
練
で
は
、
統
合
小
学
校
建
設
予
定

地
に
お
い
て
、
大
規
模
地
震
・
津
波
を

想
定
し
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
19
日
に
堀
笠
島
地
区
に

お
い
て
、
内
閣
府
と
共
催
で
実
施
し
た

地
震
・
津
波
防
災
訓
練
で
は
、
訓
練
前

後
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守

る
」
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
考
案
の
「
こ
ろ
こ

ろ
体
操
」
を
行
っ
て
、
災
害
時
に
備
え

た
体
力
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　　
去
る
11
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
の
３

日
間
、「
橋
杭
岩
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
本
年
５
月
か
ら
９
月
に
か
け

て
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
基
礎
疾
患
等

の
あ
る
方
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
春
夏
接
種
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
回
の
対
象
者
に
対
す
る
接

種
率
は
71
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
は

全
世
代
に
向
け
た
秋
冬
接
種
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
こ
ち
ら
も
集
団
接

種
は
12
月
９
日
を
も
っ
て
完
了
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
未
接
種
の
方
及
び
小
児
に
対
し
て
は
、

引
き
続
き
第
１
・
第
４
木
曜
日
の
接
種

を
年
度
末
ま
で
継
続
い
た
し
ま
す
。

　
人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
の
月
例
給
、

期
末
・
勤
勉
手
当
を
引
き
上
げ
る
内
容

の
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
町
に
お
い
て
も
人
事
院
勧
告
に
準

拠
し
、
職
員
の
給
与
を
改
定
す
る
条
例

改
正
を
本
議
会
の
追
加
議
案
と
し
て
提

出
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

■ 

建
設
関
係
公
共
事
業

■ 

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定

■ 

防
災
訓
練

■ 

橋
杭
岩
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
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　令和４年度の一般会計・特別会計の決算が、町議会１２月定例会で認定されました。

主に一般会計の収入や使途の状況に関して、グラフなどを用いてお知らせいたします。

人件費
物件費
維持補修費
扶助費
補助費等
公債費
投資及び出資金・貸付金
繰出金
積立金
普通建設事業費
災害復旧費

合計

1.1%
4.1%
19.5%
18.1%
23.1%
1.2%
1.6%
3.1%
15.3%
27.7%
25.6%

6.4%

△
△

△

△
△
　
△

支　出 118 億 6,053 万円

　支出は、補助費等や普通建設費が減少

したことにより、8 億 1,536 万円の減少

となりました。

【対前年度伸び率】

使用料及び手数料
3億2,552万円（2.7％）

繰入金
3億7,320万円（3.1％）

財産収入ほか
13億4,098万円（11％）

県支出金
6億4,880万円（5.3％）

地方譲与税ほか
4億9,994万円（4.1％）

　町税
14億8,323万円
（12.2％)

地方交付税
48億195万円
（39.4％）

国庫支出金
16億6,377万円
（13.7％)

町債
10億4,864万円
（8.6％)

収入
121億8,603万円

自主

財
源

依
存 財 源

自主財源 28.9％ 依存財源 71.1％

町税
繰入金
使用料及び手数料
財産収入ほか

3.8%
29.1%
32.2%
37.6%

△
自
主
財
源

依
存
財
源

地方交付税
町債
国庫支出金
県支出金
地方譲与税ほか

2.9%
41.7%
18.4%

2.4%
0.6%

△
△
△

△

合計 6.9% △

【対前年度伸び率】

収　入 121 億 8,603 万円

収入は、地方交付税や国庫支出金、町債が減少し

たことにより、9億 829 万円の減少となりました。

支出
118億6,053万円

（性質別）

人件費
20億887万円
（16.9％)

物件費
18億2,907万円
（15.4％)

普通建設事業費
13億8,776万円
（11.7％）

公債費
14億6,601万円
（12.4％）

繰出金
11億4,069万円
（9.6％）

扶助費
12億7,528万円
（10.8％）

補助費等
16億5,634万円
（14.0％）

投資及び出資金・貸付金
3,328万円（0.3％）

災害復旧費
2億7,908万円（2.4％）

維持補修費
1億,1,117万円（0.9％）

積立金
6億7,298万円
（5.7％）

まちの財政状況をお知らせします。

用語説明

～ 収 入 ～

■ 国庫・県支出金
特定の事業のために国・
県から使いみちを指定
して交付されるお金

■ 町税
皆さんから町に納めて
いただく税金

■ 地方譲与税
国税・県税のうち町の
取り分として譲与され
る税金

■ 繰入金
基金（町の貯金）の取
り崩しなどにより繰り
入れるお金

■ 地方交付税
地方税収の差を調整す
るため財政力に応じて
国から交付されるお金

■ 町債
大規模な事業を行うた
めに国・県、金融機関
から借り入れるお金

～ 支 出 ～
■ 物件費
光熱水費、備品購入費等

■ 維持補修費
公共施設の修繕など
維持に必要なお金

■ 扶助費
児童手当、医療費助成等

■ 補助費等
各種団体への負担金や
補助金、報償費など

■ 公債費
町債（町が借りたお金）
の返済に使うお金

■ 繰出金
他会計や基金へ支出す
るお金

■ 積立金
年度間の財源変動に備
えて積立てるお金

■ 普通建設事業費
道路・公園、学校等の
整備などに使うお金

■ 災害復旧費
災害により被災した施
設等の復旧に使うお金

※�この資料における計数は、原則四捨五入によっているため、端数において合計と一致しない場合があります。

　以上のことから、一般会計については、収入と支出の差引 3億 2,550 万円から翌年度へ繰り越すべき財

源 9,414 万円を除いた 2億 3,136 万円の黒字となりました。

　しかし、歳入では町税を中心とした自主財源や、歳入の多くを占める地方交付税が将来的に減少してい

くことが予想される中、南海トラフ巨大地震等を想定した公共施設の高台移転など多額の財源を要する事

業を実施していく必要があり、引き続き慎重な財政運営を行ってまいります。

では・・・収支は？

何のために、どのくらい使ったの？

【町民一人あたり内訳】

支出
118億6,053万円

（目的別）

民生費
35億6,268万円
（30.0％）

総務費
23億2,298万円
（19.6％)

衛生費
14億5,768万円
（12.3％）

公債費
14億6,601万円
（12.4％）

商工費
3億4,712万円（2.9％）

教育費
8億9,478万円（7.5％）

土木費
6億4,294万円（5.4％）

消防費
6億1,015万円（5.1％）

災害復旧費
2億7,908万円（2.4％）

農林水産業費
1億9,601万円（1.7％）

議会費
8,110万円（0.7％）

民生費　
245,279 円
（福祉サービス、
こども園運営など）

総務費　
159,930 円
（全般的な管理事務、
町税など）

衛生費　
100,356 円
（健康診断や
ごみ処理など）

公債費　
100,930 円
（町債の返済）

土木費　
44,265 円
（道路や公営住宅
などの整備）

農林水産業費　
13,495 円
（農林水産業の振興）

消防費　
42,007 円
（消防業務）

教育費　
61,603 円
（小学校や中学校
の運営など）

商工費　
23,898 円
（商工業や観光振興）

議会費　
5,583 円
（議会運営）

災害復旧費
19,213 円
（台風被害などの
復旧）

返済！

※�令和５年３月末の住民基本

台帳人口１４，５２５人を使

用しています。

一人あたり

約 816,559 円 
が使用されています。
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特別会計収支

会 計 名 収 入 支 出 収 支
差 引

一 般 会 計
か ら の
繰 入 金 額 

会 計 名 収 入 支 出 収支
差引

一般会計
か ら の
繰入金額

後 期 高 齢 者
医療特別会計

6億589 
万円

5億9,988 
万円 601万円 3億7,341 

万円
出 雲 財 産 区
特 別 会 計

2,731
万円 166万円 2,565

万円 ー

国民健康保険
事業特別会計

25億137 
万円

24億3,891 
万円

6,246
万円

2億7,523 
万円

有 田 財 産 区
特 別 会 計

6,348
万円 504万円 5,844

万円 ー

介護保険事業
特 別 会 計

28億3,517 
万円

27億2,479 
万円

1億1,038
万円

4億6,804 
万円

田 並 財 産 区
特 別 会 計

2,822
万円 19万円 2,803

万円 ー

下 水 道 事 業
特 別 会 計 6,871万円 6,511万円 360万円 2,115万円 和 深 財 産 区

特 別 会 計
3,199

万円 15万円 3,184
万円 ー

住宅資金貸付
事業特別会計 6,370万円 6,370万円 0円 ー 古座地区財産区

特　別　会　計 933万円 9万円 924
万円 ー

串 本 財 産 区
特 別 会 計 1,425万円 28万円 1,397

万円 ー 西向地区財産区
特　別　会　計

4,917
万円 28万円 4,889

万円 ー

潮 岬 財 産 区
特 別 会 計 6,743万円 358万円 6,385

万円 ー 田原地区財産区
特　別　会　計

1,040
万円 5万円 1,035

万円 ー

会 計 名 総 収 益 総 費 用 当 年 度
純 利 益

翌年度繰越利益
剰 余 金

一 般 会 計 か ら
の 繰 入 金 額

病 院 事 業 会 計 21億8,605万円 21億5,928万円 2,677万円 6,469万円
5億5,688万円
（うち町単独の負担は

   2億9,600万円程度）

水 道 事 業
特 別 会 計 5億2,663万円 5億1,094万円 1,569万円 7億4,001万円

4,147万円
（うち町単独の負担は

       1,400万円程度）

借入金（町債）はいくらあるの？

　町がさまざまな事業（道路や庁舎の建設など）の

ために長期に借り入れるのが「町債」です。令和４

年度は 10 億 4,864 万円を新たに借り入れて、年度

末の残高は約 155 億円になります。

　なお町債は、種類によって国から「交付税」とい

　町が行っている積立（貯金）を「基金」といいます。

令和４年度は、ふるさとのまちづくり応援基金 4,431 万

円や森林環境譲与税 2,465 万円などを取崩しした一

積立金（基金）はいくらあるの？

0

5

10

15

20

25

30

35

特定目的基金
11億7,744万円

減債基金
7億2,064万円

財政調整基金
10億8,889万円

令和３年度末 令和４年度末

計29億
8,697万円

特定目的基金
13億5,848万円

減債基金
7億1,065万円

財政調整基金
11億8,608万円

計32億
5,521万円

令和３年度末 令和４年度末 増減額
財政調整基金 1,088,897 1,186,085 97,188

減債基金 720,638 710,649 △ 9,989
特定目的基金 1,177,443 1,358,482 181,039

合計 2,986,978 3,255,216 268,238

【基金の残高】 （単位：千円）

う形で償還金が補

填（0 ～ 100 ％）

されます。その額

は、串本町の場合

約 112 億円で、実
質町単独で負担す
る額は４３億円程
度となります。

方で、地域振興

基金 1 億 7,781

万円などを積み

立てたことから、

基金全体で、2

億 6,824 万円増

加しています。

0

50

100

150

200 一般会計
154億

6,572万円

一般会計
158億

1,978万円

令和４年度末令和３年度末

令和３年度末 令和４年度末

一般会計 15,819,787 15,465,724

【町債の残高】 （単位：千円）

お知らせワイド
information

水道メーターを交換します
　水道課では、有効期限が近づいた水道メーターを

無料で交換しています。今回の交換予定は、次の地

区の対象メーターとなります。期間中、水道課で委

託した事業者が皆さまのお宅やお店などに伺います

ので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

■期間　令和６年１月１９日（金）から

　　　　　　　　２月１６日（金）まで

■地区　�姫、伊串、目津大浦、大島、須江、樫野、

潮岬、出雲

◇お問い合わせ先◇　
　串本町役場　水道課　℡　０７３５‐６７‐７２１８

～　交換時のお願い　～

・メーターボックスの上に物や車を置か
　ないでください。
・交換のため敷地内に入らせていただき
　ます。
・メーター交換の際は、立会いの必要は
　ありません。不在の場合でも交換させ
　ていただきます。
・交換の際は、一時的に断水となります。
　断水時間は、５分から２０分程度です。
・メーター交換後、水が濁ることがあり
　ます。水を少し流して澄んでからお使
　いください。

水道課からのお知らせ

　老人クラブに加入して、地域の皆さんと活動してみませんか？

　現在、串本町内には４２の老人クラブがあり、約１，４００人の

会員が元気に楽しく活動しています。

福祉課からのお知らせ

老人クラブに加入しませんか？

　老人クラブに加入すると、さまざまな方との交流の機会が増え、多くの仲間ができます。また、

さまざまな活動を通じて、健康の増進が図られるとともに、これまでの知識や経験を生かす場がで

き、達成感や満足感を得られます。

　老人クラブは、おおむね６０歳以上の方ならどなたでも入会できます。興味のある方は、串本町

役場福祉課の串本町老人クラブ連合会事務局までお気軽にお問い合わせください。

◇お問い合わせ先◇　
　串本町老人クラブ連合会事務局（串本町役場　福祉課内）  　℡　０７３５‐６２‐０５６２

健康教室、レクリエーション大会
グラウンド・ゴルフ、ゲートボール など

 健康づくり　
　カラオケ、踊り、囲碁、将棋、
　親睦会　など

生きがいづくり 

　清掃活動、美化活動、花づくり、
　子ども見守り活動　など

 奉仕活動　
　ひとり暮らしや寝たきりの高齢者の
　話し相手や見守り　など

友愛活動

 ■活動内容の例（活動内容は各クラブによって異なります。）
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保健センターだより
※健診等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡６２‐６２０６／FAX６２‐６３０６）まで

1月の行事カレンダー1月の行事カレンダー
◎各事業の対象となる方には個別にご連絡しております。母子・成人事業

日（SUN） 月（MON） 火（TUE） 水（WED） 木（THU） 金（FRI） 土（SAT）
1 元日 2 3 4 5 6

7 8 成人の日 9
　健康相談

10 11
 １歳８か月児健診

12 13

14 15
 男性の料理教室④

16 17 18 19
  親子教室
  きらきらくらぶ

20
  親子教室
  おひさまくらぶ

21 22 23 24
 産前産後サポート　
 リカバリーヨガ

25
  ４か月児・
  １０か月児健診

26 27

28 29
　有酸素運動教室

30 31

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　串本町保健センター　℡　０７３５‐６２‐６２０６

 有酸素運動教室の参加者を募集します \\１月開催 //

■日　時　１月２９日（月）

　　　　　１３：３０～１４：３０

■場　所　串本町立体育館

■講　師　健康運動指導士　杉
すぎうら

浦　資
も と し

史  先生

■内　容　有酸素運動、ストレッチ、筋トレなど

■持ち物　飲み物、タオル、室内シューズ、

　　　　　バスタオルかヨガマット（ストレッ

　　　　　チの際に下に敷くもの）

■定　　員　３５名（先着順）

■申込期限　１月２４日（水）

※ 腰痛や足の痛みなどで運動制限のある

方は、お申し込み時にお伝えください。

※ 当日、風邪症状がある場合はご遠慮く

ださい。

※ ヨガマットの貸し出しは行って

いません。

※教室終了後、会場で翌月分の申込が可能となりました。

　  

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　串本町保健センター　℡　０７３５‐６２‐６２０６

　健康に関するさまざまな疑問や悩みについて、健康相談を実施しています。

 ～お気軽にご利用ください～健康相談健康相談

■日時　１月９日（火）

　　　　１３：３０～１５：００

■場所　串本町役場１階　多目的ホール

 ※ 健康相談をご希望の方は、１月９日（火）正午までにお申し込みください。

　《内容》

　血圧測定、体重測定、個別相談　

お気軽に

ご参加ください♪

次の日程で献血を行います。

皆さまのご協力をよろしくお願いします。

　■日時　令和６年１月１８日（木）

　　　　　１０：００～１２：００

　　　　　１３：００～１６：００

　■場所　Ａコープ紀南　ＶＡＳＥＯ店

　■主催　串本ライオンズクラブ

　◎お問い合わせは、串本町役場福祉課

　　（℡　０７３５‐６２‐０５６２）まで。

献血に
ご協力ください

※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。
　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口
　にお申し出ください。

（１１月受付分　敬称略）
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　妊娠・出産を乗り切った身体を労わって、これからの子育てへの体力づくりと心のリフレッシュ

に参加してみませんか？

■対象者　�産後４か月頃から１２か月頃までのお

母さん（赤ちゃんも一緒にご参加いた

だけます）

■持ち物　飲み物、汗ふきタオル、母子健康手帳

　　　　　※動きやすい服装でお越しください。

■申込期限　１月１８日（木）

■日　時　１月２４日（水）　　

　　　　　１０：００～１１：３０　

■場　所　串本町役場１階

　　　　　多目的ホール

■講　師　ヨガインストラクター

　　　　　城
じょう

　千
ち ひ ろ

湖　先生、保健師

◇お申し込み・お問い合わせ先◇
　串本町子育て世代包括支援センター　℡　０７３５‐６７‐７００７
　※お子さんと一緒に参加を希望される方は、事前にお申し出ください。

リカバリーヨガ教室を開催します産前産後産前産後
サポートサポート

　公証役場では、遺言や後見等の公正証書の

作成について休日相談（要予約）を受け付けます。

■日時　令和６年１月１３日（土）

　　　　１０：００～１５：００

■予約　新宮公証役場へ電話またはメール

　　　　【電話】０７３５‐２１‐２３４４

　　　　【mail】nmt-3212@etude.ocn.ne.jp

◎お問い合わせは、新宮公証役場まで。　　　　

（新宮市緑ケ丘２‐１‐３１カマツカビル３F）

新宮公証役場から
休日相談のお知らせ
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９

串本町の人口と世帯

令和５年１１月末現在（前月比）

火災件数（1月からの累計）

建物
林野
その他
合計

４件
０件
２件
６件

※令和５年１１月末現在

交通
急病
その他
合計

５６件
８５８件
２７９件

１，１９３件
※令和５年１１月末現在

お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
付
（
町
内
事
業
者
）

　
建
設
課
で
は
、
令
和
６
・
７
年
度
の
競

争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
を
行

い
ま
す
。
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等
の

入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書

類
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
受
付
は
、
串
本
町
内
事
業
者
お

よ
び
串
本
町
に
本
店
ま
た
は
支
店
（
事
務

員
等
が
常
駐
す
る
支
店
、
営
業
所
等
）
を

置
く
法
人
が
対
象
で
す
。

▼
受
付
業
種
　

　
建
設
工
事
業
者

　
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者

▼
受
付
期
間
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）
　

　
令
和
６
年
１
月
９
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
２
月
22
日
（
木
）

▼
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

募
集

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

▼
受
付
場
所
　
串
本
町
役
場
　
建
設
課

▼
申
請
方
法
　�

持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り

申
請
書
類
を
提
出

▼
申
請
書
類
　

　
建
設
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　
串
本
町
役
場
　
建
設
課

　
℡
０
７
３
５
‐
６
７
‐
７
２
６
２

実
家
の
終
活
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び

空
き
家
な
ん
で
も
相
談
会

　
実
家
の
相
続
、
処
分
、
管
理
の
相
談
等

を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

救急件数（1月からの累計）

人口
男性 
女性 
世帯

１４，３２０人（－１５）
６，７７６人（－　３）
７，５４４人（－１２）

８，０３１世帯（－　４）

お
知
ら
せ

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

各
種
相
談
に
つ
い
て

◎
人
権
相
談
（
特
設
相
談
所
）

▼
日
程
　
令
和
６
年
１
月
12
日
（
金
）

▼
場
所
　
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
２
階
　
会
議
室
B

　
　
　
　
旧
古
座
分
庁
舎
　

　
　
　
　
２
階
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

◎
人
権
・
行
政
相
談

▼
日
程
　
令
和
６
年
１
月
18
日
（
木
）

▼
場
所
　
須
江
漁
村
セ
ン
タ
ー

※
開
催
時
間
は
各
相
談
と
も

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
で
す
。

▼
納
期
限
　
令
和
６
年
１
月
31
日
（
水
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
10
期
）

・
町
県
民
税
（
４
期
）

・
介
護
保
険
料
（
10
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
７
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
税
務
課
ま
で
。

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

　
令
和
６
年
１
月
27
日
（
土
）

　
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
①
セ
ミ
ナ
ー
…
午
後
１
時
～
午
後
２
時

　
②
相
談
会
…
午
後
２
時
～
午
後
４
時

※
②
は
事
前
に
申
込
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
方
法

　
電
話
、
F
A
X
ま
た
は
持
参
。

※�

氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
場
所
、
相
談

内
容
を
伺
い
ま
す
。

▼
お
申
し
込
み
先

　
東
牟
婁
振
興
局
　
串
本
建
設
部
　

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
７
５
７

　
串
本
町
役
場
　
建
設
課
　

　
℡
０
７
３
５
‐
６
７
‐
７
２
６
２

オ
ン
ラ
イ
ン
無
料
法
律
相
談

（
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
）

▼
日
時

　
令
和
６
年
２
月
５
日
（
月)

　

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

▼
場
所

　
串
本
町
役
場
１
階
　
会
議
室
１

▼
相
談
枠
（
要
予
約
）

・
１
枠
30
分
。
先
着
最
大
６
枠
ま
で
。

▼
申
込
受
付
期
間

　
令
和
６
年
１
月
12
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
２
月
１
日
（
木
）

▼
お
申
し
込
み
先

・
串
本
町
役
場
　
住
民
課

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
６
１

※�

本
相
談
は
、
役
場
と
和
歌
山
弁
護
士
会

館
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
で
行
い
ま
す
。

※�

申
込
者
の
氏
名
等
は
、
和
歌
山
弁
護
士

会
に
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
録
音
は
禁
止
で
す
。
　
　
　

移

動

県

民

相

談

の

開

催

に

つ

い

て

▼
日
時

　
令
和
６
年
１
月
17
日
（
水
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
相
談
時
間
は
１
件
に
つ
き
約
20
分
）

▼
場
所

　
東
牟
婁
振
興
局

▼
内
容

　
土
地
・
建
物
、
借
地
・
借
家
、
相
続
、

　
離
婚
、
金
銭
関
係
、
損
害
賠
償
な
ど
の

　
法
律
問
題
（
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
）

　
お
よ
び
行
政
相
談

▼
事
前
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
令
和
６
年
１
月
４
日
（
木
）

　
午
前
９
時
か
ら

※
東
牟
婁
振
興
局
　
総
務
県
民
課
へ

　
　
　
　
　
電
話
予
約
（
先
着
９
名
）

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
７

今
月
の
納
税

相
談

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
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【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

【時間】
 午後１時～午後６時３０分
【場所】
 潮岬望楼の芝

※荒天の場合は１月２７日(土)に延期

本
州
最
南
端
の

火
祭
り

１ 月２０ 日  （土）

＜お問い合わせ先＞
　南紀串本観光協会
　℡ ０７３５-６２-３１７１

南紀串本観光協会

午後1時～５時

　　物産販売

　　モデルロケット打ち上げ体験会

　　（参加者募集中：先着順）

午後４時３０分～

　　しょらさん鍋のふるまい

　　串本節保存会、潮岬節保存会、

　　串本町トルコ文化協会による公演

午後５時～

　　芋餅販売

午後５時１５分～

　　式典、挨拶、餅まき

午後５時３０分～６時３０分（終了予定）

　　火矢射式（串本古座高校弓道部）、

　　花火、芝点火


